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積み上げる

教育目標：適切な判断力を持ち、個性を確立すると共に、他者と協働し主体的に社会の持続可能な発展に貢献する人を育てる。
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静岡県立駿河総合高等学校 カリキュラムマネジメント
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地域防災ｺﾐｭﾆﾃｨ
課題発見
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フィールドワーク
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プレゼン

積み上げたメタ認知を捉え、未来に繋げる
ことができる

自ら問いを立て解決策を打ち出すことができる多面的論理的に考え
ることができる

目標設定が
できる
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興味関心

単元目標
発想法を
習得する

往還の連続 ： 個人⇔協働 具体⇔抽象 教科⇔現実社会 学校での学び⇔校外での学び 理論⇔実践⇔振り帰り
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ビジネス度総合
生活文化
デザイン

ものづくり総合

第４単元

未来スピーチ
メタ認知
自己肯定
未来創造
推進力
傾聴調整力 リフレクション
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「地域防災コミュニティプロジェクト」
２年次生 「総合的な探究の時間」での取り組み

～多様な価値観で、まちの未来創造を地域とともに～



2023年のチャレンジ！ ～目的・概要～

・防災の取り組みを持続可能にするために、全校生徒に広げたい。

・コロナ禍だからこそ、地域との繋がりを深め、学校外のフィールドで学んでほしい。

２年生240人を地域に出し、防災を切り口に、地域課題の解決を考える探究活動が
できないか？ 防災を通して、地域課題を自分ごとにできないか？

相談・協力要請

駿河区役所 地域総務課 「高校単位で防災に取り組む活動はレア」

静岡大学教育学部 藤井基貴先生 「アウトプットベースではなく、アクションベースで」

（防災教育・防災道徳） （調べて発表） （やる・作る）



「地域防災コミュニティプロジェクト」のスタート

地域 に飛び出して
防災 を切り口に
コミュニティ  を作り出す
プロジェクト 探究活動

・2年次生 ２３５名
・総合的な探究の時間（週１時間 年間３５時間）

・地域連携（フィールドワーク）先 静岡市役所を含む13団体

高校生ができることを
やってみよう！ 創ってみよう！

愛を持って社会に踏み込もう！

社会を１mm動かそう！



プロジェクトのねらい ～防災「で」、地域課題を学ぶ～

１ 地域防災（静岡市もしくは駿河区）を学ぶことで地域の困りごとを自分ごととし、
「愛郷心」・「市民性」を育む。

２ 防災活動を通じて高校生ができることを探究し、「地域貢献」を実際に行う。

３ 防災啓発活動を通じ、様々な「コミュニティの形成・醸成」を推進する。

４ これからの「社会で必要な力（非認知能力）」を身につける。

兵庫県立舞子高等学校環境防災科の立ち上げ
「防災の専門家ではなく、市民リーダーを育てる」

（兵庫県立大学 客員教授 諏訪清二先生）

災害＝自然現象の加害力×社会の脆弱性

（独立行政法人教職員支援機構
助教 吉田尚史氏）



地域の連携（フィールドワーク）先とチーム分け
2023年
連携先 チーム数（人数） 連携先 チーム数（人数）

静岡市役所 危機管理総室 ５チーム（20人） 静岡大学国際連携推進機構 2チーム（8人）

静岡県 危機管理部 ５チーム（20人） 静岡県地域外交局 5チーム（20人）

3地区自治会 1５チーム（60人） 静岡大学藤井ゼミ 3チーム（12人）

トヨタユナイテッド ５チーム（20人） 久能の里 5チーム（20人）

(株)中部電力パワーグリッド ５チーム（20人） 子育て支援センターよしよし 5チーム（20人）

静岡市女性会館 ５チーム（20人） 計 60チーム
（240人）

・１チーム4人
・どのチームに属するかは、生徒個々の希望をとって調整（１クラス2テーマ）

・ペルソナを設定し4か月にわたる調査、1か月間の実践

行政

市民

ジェンダー

高齢者

水災害

子ども

民間企業

外国人



「ＩＯＴ」の活用 チームで情報共有・情報発信
2023年



プロジェクトの1年間の流れ

４月 プロジェクトのガイダンス
５月 講義３回 ★静岡市危機管理総室

６月 チーム決め
フィールドワーク 事前調査

７月 中間発表Ⅰ（企画書）
８月 夏休み活動 本調査
９月 本調査
10月   本調査報告会 ★連携先来校

11月   実践報告会  ★連携先来校
12月   最終発表（気づきと展望） ★連携先来校

※1月31日全校発表（他学年共有）

インプット（情報収集）

アクション（課題解決）

アウトプット（意味付け）



５月 防災講座 静岡市危機管理総室

１回目 静岡市の現状把握と状況分析

２回目 公助・共助・自助について

３回目 ハザードマップと避難場所とは

インプット（情報収集）



6月 フィールドワーク
静岡大学藤井ゼミの学生と学ぶ



７月 中間発表会Ⅰ（企画書）

フィールドワークで感じたこと、考えたことを
もとに、企画書（５W２Hシート）を作
り、発表した。

アクション（課題解決）



アクション（課題解決）
チーム活動一覧



かわなびで防減災イベント開催

・イベントを通じて水災害について学んでもらうことが目的
・近隣小学校にチラシを配布し集客、企画運営

アクション（課題解決）



かわなびで防減災イベント開催

・イベントを通じて水災害について学んでもらうことが目的
・近隣小学校にチラシを配布し集客、企画運営

アクション（課題解決）



11月 中間発表会Ⅱ（成果と仮説）

内容：活動報告と、仮説の検証
発表方法：スライド発表

 連携先からのフィードバッグ →

アウトプット（意味付け）



1月 最終発表会Ⅱ（今後の展望）

内容：活動を通して学んだこと、今後の展望
発表方法：第１部 60チームのポスターセッション

 第２部 学年代表４チームの発表
全体講評（静岡市など連携先より）

アウトプット（意味付け）



1月 最終発表会Ⅱ（今後の展望）

13協働先の方からフィードバックをいただきました。
・「今回のような高校生の活動を是非継続して欲しい。」
・「主体的に活動できていて大変良かった。」
・「地域に高校生が来てくれることは嬉しい。」
・「地域では、高校生の力が必要である。」

アウトプット（意味付け）



成果として得たこと
個々の生徒
●授業を飛び出し、自主的な活動ができたこと。
●アクションを起こすことで「自分たちにできることがある」と実感できたこと。
●防災減災の取り組みを地域に発信できたこと。
●防災を通じて、地域の人々とのつながりが生まれたこと。
●結果として、防災減災の知識・技術が身に付いたこと。

全体として
●学年全員で取り組んだことで、防災減災意識をボトムアップできたこと。
●長期的に学習・実践したことや連携先と協働できたことで、地域の繋がりや新た
なコミュニティが生まれたこと。



全体の反省・課題

●13か所のフィールドワーク先との連絡調整や内容の企画に苦労したが、ねらい
を共有し、 連携先の多大なるご協力とご尽力のおかげで、有意義な活動にな
った。
●60チームが同時進行で活動したため、その把握や伴走が難しかったが、協働
先のサポートのおかげでチーム個々への適切な支援・助言を得られた。
●効果的な活動にするためには、情報収集・分析、文献調査の質の向上。
●生徒が自主的に校外へ出る際の仕組みづくり。
●持続可能にするための工夫。



今後の活動予定

●持続可能な活動にするために、
①連携先との継続的な関係づくり。
②校内の組織・体制づくり。（担当部署と学年部の連携）
③カリキュラムマネジメント（総探と各教科の往還）の継続。
④先輩から後輩へ伝承する仕組みづくり。
⑤自走する生徒の支援をしていく。
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